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○注意事項

本書は 年間に渡る農作物に関する 研究を基に 「 手法を用いた農産物の環5 LCA LCA、

LCA境影響評価の具体的な手順」を手引き書として取りまとめたものです。したがって、

手法について、その歴史や手法等を解説したものではありません。あくまでも の考LCA
え方を用いた環境影響評価手法の一つの方法について、その概要及び具体的な手順を解説

したものです。

また、この評価方法（以下、本手法）は、これまでの既存の環境に関する評価方法やそ

の他の環境影響評価方法の全てを網羅しているものではありません。使用する際には、環

、 。境に関する各種規制 これまで用いていた他の手法等と併用して用いることが望まれます

○本書の構成

本書の構成は以下の通りです。

・１章 本手法の概要と適用範囲

本手法の概要、手順及び評価項目等について解説しています。

・２章 目的と範囲の設定

目標及び対象範囲の設定方法、評価対象項目の選定及び収集データの決定手順につ

いて解説しています。

・３章 データの収集

データの収集の手順とその取りまとめ方法について解説しています

・４章 環境影響評価

環境影響評価の概要と手順について解説しています

・５章 解釈及び報告（公表）

結果の解釈の考え方、報告書の記載事項、そしてクリティカルレビューの考え方に

ついて解説しています。

・参考資料１ の概要LCA
の国際規格である について解説しています。LCA ISO14040

・参考資料２ マニュアルに掲載している計数等の出典について


